
主要な関係会社等の持分損益

天然ガスグループ （単位：億円）
持分比率（%） 2020.3 2021.3 2022.3

LNG事業
　関係会社持分法損益＊ ̶ 457 257 535
　その他投資先 受取配当金（税後） ̶ 470 182 392
シェールガス事業
　シェールガス事業 持分損益 ̶ ▲170 ▲133 17
＊  産業インフラグループが保有する持分の損益（2020年3月期：3億円、2021年3月期：25億円、2022年3月期：39億円）を含まない。

総合素材グループ （単位：億円）
持分比率（%） 2020.3 2021.3 2022.3

Cape Flattery Silica Mines Pty, Ltd.（オーストラリア） 100.00 4 5 7
Mitsubishi International PolymerTrade Corporation（米国） 100.00 6 4 5
株式会社メタルワン 60.00 118 39 169

石油・化学ソリューショングループ （単位：億円）
持分比率（%） 2020.3 2021.3 2022.3

アストモスエネルギー株式会社 49.00 11 16 93
サウディ石油化学株式会社 33.34 27 11 34
中央化学株式会社 60.59 3 13 4
三菱商事エネルギー株式会社＊1 100.00 29 69 68
三菱商事ケミカル株式会社 100.00 14 13 28
三菱商事プラスチック株式会社 100.00 26 26 31
明和産業株式会社 33.05 8 5 8
海外化学品トレーディング事業＊2 ̶ 18 25 43
基礎化学事業関連会社＊3 ̶ 37 1 ▲4
＊1  他営業グループが保有する持分の損益（2020年3月期：▲3億円、2021年3月期：1億円、2022年3月期：▲2億円）を含まない。
＊2  2019年3月期に海外拠点の化学品トレーディング事業を分社化して設立した会社の損益を合計したもの。
＊3  塩事業、メタノール事業の合計値。

金属資源グループ （単位：億円）
持分比率（%） 2020.3 2021.3 2022.3

IRON ORE COMPANY OF CANADA（カナダ） 26.18 161 176 311
M.C. INVERSIONES LIMITADA（チリ）【鉄鉱石事業】 100.00 12 111 271
三菱商事RtMジャパン株式会社 100.00 65 52 76
MITSUBISHI DEVELOPMENT PTY LTD（オーストラリア） 100.00 1,187 109 2,706
銅事業
ジエコ株式会社＊1 70.00 105 119 236
JECO 2 LTD（英国）＊1 50.00 22 28 56
MC COPPER HOLDINGS B.V.（オランダ） 100.00 29 32 50
M.C. INVERSIONES LIMITADA（チリ）＊2【銅事業】 100.00 ▲13 29 204
銅事業においては、上記以外に親会社が直接アンタミナ鉱山からの配当を収受している。（2020年3月期：50億円、2021年3月期：126億円、2022年3月期：178億円）
＊1  ジエコ株式会社とJECO 2 LTDを通じたエスコンディダ銅鉱山（チリ）の持分比率は8.25%。
＊2  2021年3月期第2四半期まではMC RESOURCE DEVELOPMENT LTD.で連結していたが、2020年8月にM.C. INVERSIONES LIMITADAへ株式移管完了。（2020年3月期以前はMC RESOURCE 

DEVELOPMENT LTD.の持分損益）

産業インフラグループ （単位：億円）
持分比率（%） 2020.3 2021.3 2022.3

エム・エス・ケー農業機械株式会社 100.00 11 13 12
株式会社レンタルのニッケン 100.00 74 40 36
千代田化工建設株式会社＊1 33.45 41 27 ▲42
三菱商事テクノス株式会社 100.00 15 6 12
三菱商事マシナリ株式会社＊2 100.00 ̶ 30 24
その他エネルギーインフラ関連事業会社 ̶ 82 40 14
一般商船事業関係会社＊3 ̶ 49 13 65
ガス船事業関係会社＊4 ̶ 28 32 30
＊1  表中の数値の他に会計基準差の補正等として、（2020年3月期：16億円、2021年3月期：▲4億円、2022年3月期：▲25億円）の連結調整を加えている。
＊2  2022年3月期 電力ソリューショングループから移管。複合都市開発グループが保有する持分の損益（2021年3月期：9億円、2022年3月期：2億円）を含まない。
＊3  本邦で課税される税の影響を含む。
＊4  2021年3月期開示より、事業区分変更に伴い、海洋事業関係会社に関連する損益はその他エネルギーインフラ関連事業会社損益へ移管。

自動車・モビリティグループ （単位：億円）
持分比率（%） 2020.3 2021.3 2022.3

タイ・インドネシア自動車関連事業会社 ̶ 555 577 913
三菱自動車工業株式会社＊ 20.01 ▲49 ▲625 148
＊  取得時に公正価値評価された資産の償却等で、この他に連結調整（2020年3月期：29億円、2021年3月期：92億円、2022年3月期：▲6億円）が計上されている。この他に、2020年3月期は同社宛投
資に関する減損として▲342億円が計上されている。

タイ・インドネシア自動車関連事業会社 主な内訳
PT MITSUBISHI MOTORS KRAMA YUDHA SALES INDONESIA（インドネシア） 40.00 7 11 77
PT. KRAMA YUDHA TIGA BERLIAN MOTORS（インドネシア） 30.00 5 1 17
TRI PETCH ISUZU SALES CO., LTD.（タイ） 88.73 288 361 477

食品産業グループ （単位：億円）
持分比率（%） 2020.3 2021.3 2022.3

AGREX INC.（米国） 100.00 2 8 6
CERMAQ GROUP AS（ノルウェー） 100.00 80 4 308
INDIANA PACKERS CORPORATION（米国） 80.00 44 51 59
OLAM GROUP LIMITED（シンガポール）＊ 14.64 78 33 92
PRINCES LTD（英国） 100.00 27 48 26
TH FOODS, INC.（米国） 50.00 12 5 4
DM三井製糖ホールディングス株式会社 20.00 ̶ ̶ 2
伊藤ハム米久ホールディングス株式会社 39.55 44 79 76
かどや製油株式会社 26.35 7 6 7
ジャパンファームホールディングス株式会社 92.66 17 42 29
東洋冷蔵株式会社 95.08 ▲3 21 50
日東富士製粉株式会社 64.85 22 23 24
日本KFCホールディングス株式会社 35.22 6 12 16
日本食品化工株式会社 59.82 2 8 8
日本農産工業株式会社 100.00 25 30 13
フードリンク株式会社 99.42 22 20 21
三菱商事ライフサイエンス株式会社 100.00 48 51 54
＊  株式交換に伴い、当社の直接投資先はOLAM INTERNATIONAL LIMITEDから同社の親会社であるOLAM GROUP LIMITEDに変更。  
なお、表中の数値の他に会計基準差の補正等として、（2020年3月期：▲18億円、2021年3月期：▲53億円、2022年3月期：▲11億円）の連結調整を加えている。

コンシューマー産業グループ （単位：億円）
持分比率（%） 2020.3 2021.3 2022.3

TOYO TIRE株式会社＊1 20.02 49 23 83
エム・シー・ヘルスケアホールディングス株式会社＊2 80.00 26 24 26
株式会社日本ケアサプライ＊3 40.26 11 10 7
株式会社ライフコーポレーション 23.09 18 41 35
株式会社ローソン＊4 50.12 101 44 90
三菱商事パッケージング株式会社 100.00 20 14 25
三菱商事ファッション株式会社 100.00 31 21 17
三菱商事ロジスティクス株式会社 100.00 15 7 19
三菱食品株式会社＊5 50.12 71 69 74
＊1  表中の数値の他に会計基準差の補正等として、（2020年3月期：▲22億円、2021年3月期：▲15億円、2022年3月期：▲14億円）の連結調整を加えている。
＊2  2022年4月1日にエム・シー・ヘルスケア株式会社から商号変更。
＊3  2021年3月期第2四半期までの持分損益は、持分比率74.78%ベースとなっており、2021年3月期第3四半期より42.83%、2022年3月期第4四半期より40.26%の連結ピックアップとなる。
＊4  会計基準差の補正等（2020年3月期：▲34億円、2021年3月期：▲62億円、2022年3月期：▲33億円）および同社宛てのれんおよび無形資産の減損（2021年3月期：▲836億円）による連結上の調整
を含まない。

＊5  2022年3月期第2四半期に持分比率は61.99%から50.12%に減少した。

電力ソリューショングループ （単位：億円）
持分比率（%） 2020.3 2021.3 2022.3

N.V. Eneco（オランダ）＊1 80.00 ̶ 132 200
Diamond Generating Asia, Limited（香港）＊2、3 100.00 118 73 17
DIAMOND GENERATING CORPORATION（米国） 100.00 121 31 69
DIAMOND GENERATING EUROPE LIMITED（英国） 100.00 68 62 288
DIAMOND TRANSMISSION CORPORATION（英国）＊4 100.00 83 78 ▲14
三菱商事エナジーソリューションズ株式会社＊5 100.00 42 138 156
＊1  2021年6月29日付でN.V. Eneco BeheerがEneco Groep N.V.を吸収合併の上、N.V. Eneco（以下Eneco社）に商号変更。  
当社は上記数値の他に、Eneco社取得時に公正価値評価した資産の償却等を2021年3月期に▲70億円、2022年3月期に▲20億円、連結調整を加えている。また連結調整後の数値には英国 /オラン
ダ税制改正による影響を含む。（2021年3月期：オランダ▲49億円、2022年3月期：英国▲7億円/オランダ▲12億円）

＊2  Diamond Generating Asia, Limitedが管理している会社を含めた11社の損益を合算して開示している。
＊3  本邦で課税される税の影響を含む。
＊4  英国税制改正による影響2022年3月期▲8億円を含む。
＊5  2021年4月1日に三菱商事パワー株式会社から商号変更。

複合都市開発グループ （単位：億円）
持分比率（%） 2020.3 2021.3 2022.3

DIAMOND REALTY INVESTMENTS, INC.（米国） 100.00 67 45 208
MC DIAMOND REALTY INVESTMENT PHILIPPINES, INC.（フィリピン） 100.00 4 12 3
ダイヤモンド・リアルティ・マネジメント株式会社 100.00 17 17 14
株式会社MCアビエーション・パートナーズ 100.00 15 ▲25 ▲134
三菱HCキャピタル株式会社＊1 18.00 151 108 166
三菱オートリース・ホールディング株式会社 50.00 13 18 23
三菱商事・ユービーエス・リアルティ株式会社 51.00 22 27 25
三菱商事都市開発株式会社 100.00 91 97 52
ファンド関連事業会社＊2、3 ̶ 68 90 173
＊1  2021年3月期第4四半期は三菱UFJリース株式会社の損益、2022年3月期第4四半期は三菱UFJリース株式会社の損益（1-3月）および三菱HCキャピタル株式会社の損益（4-12月）の合算値を、
おのおの持分比率に応じて計上している。

＊2  本邦で課税される税の影響を含む。
＊3  2021年3月期の開示からファンド関連事業に含まれる会社の範囲および集計項目を一部変更したため、これら変更等を踏まえ2020年3月期数値も更新している。
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